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第４１回 ＣＩＳ研究所パートナー会 議事録 

 

日時 ２０１４年９月３０日（火） １３時～ １７時 

場所 ＣＩＳ会議室  

 

1） サロン 講師  山本 洋一 

 「ディスプレイのキーワード Now」 

 

                 会議風景 

 

ディスプレイの用途 

現在数多く使用されているディスプレイは大きく分けて、テレビ用途と一般表示装置としてのモ

ニターと呼ばれているカテゴリーに分けられている。 

テレビ 

モニター 

   パブリック・ディスプレイ        看板 

   スペシャリティ・ディスプレイ      多画面、壁  

 

今回の話題は、現在一般的に使われている、フラットパネル・ディスプレイに焦点を当てている。 
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表示装置の研究開発に強く関与している学術誌、映像情報学会誌のここ数年の取り上げられ

ているキーワードは次のようになっている。 

（註： 歴史的にテレビを原点とした研究グループの機関雑誌、旧テレビジョン学会誌は液晶を

中心とするフラットパネルディスプレイの出現により、テレビ以外の用途となる表示機器につい

ても、その研究対象と枠を広げ、映像情報学会誌へと発展してきたいきさつがある。） 

 

  （映像情報学会誌、２０１４年９月号より転載） 

以下、最近の３年間、学会の取り上げたキーワードである。 

ハイライトはモニターに関連するキーワード 

算術符号化 2012年 01月号掲載 

色空間とは 2011年 12月号掲載 

SON(Self Organizing Network) 2011年 11月号掲載 

メタマテリアル 2011年 10月号掲載 

Deep Color 2011年 09月号掲載 

ホワイトスペースとは 2011年 08 月号掲載 

SPL(Software Product Line) 2011年 07月号掲載 

OCW（Open Course Ware） 2011年 06 月号掲載 

モバイル ARプラットフォーム 〜セカイカメラ/セカイカメラ ZOOM〜  

2011年 05月号掲載 

HTML5 2011年 04月号掲載 

チャンネルリパック 2011年 03 月号掲載 

チャンネルリパック 2011年 03 月号掲載 

スマートグリッドとは 2011年 02 月号掲載 

光コヒーレントトモグラフィ 2011年 01月号掲載 

サリエンシーディテクション 2010 年 12 月号掲載 

サイドチャネル攻撃 2010年 11月号掲載 
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著作隣接権 2010年 10 月号掲載 

可視光通信 2010年 09月号掲載 

LTE 2010年 08 月号掲載 

技術経営（MOT） 2010年 07 月号掲載 

DTN 2010年 06月号掲載 

LED バックライト 2010年 05 月号掲載 

ハプティックインターフェース 2010 年 04月号掲載 

HDMI 2010 年 03 月号掲載 

エナジーハーベスティング 2010 年 02月号掲載 

人工無脳（会話ボット） 2010 年 01月号掲載 

アプリケーションレイヤマルチキャスト 2009年 12 月号掲載 

固視微動 2009年 11月号掲載 

超解像技術 2009年 10月号掲載 

モーションキャプチャ 2009年 09月号掲載 

ビデオアノテーション 2009年 08 月号掲載 

フレキシブルディスプレイ 2009年 07月号掲載 

BMIと BCI 〜究極のヒューマンインターフェース〜 2009年 06 月号掲載 

透明回路 2009年 05月号掲載 

ダビング 10 〜デジタル放送の新コピー制御技術〜 2009年 04月号掲載 

MPEG-4ALS 2009年 03 月号掲載 

CAD（コンピュータ支援画像診断）技術 2009年 02 月号掲載 

ベイズ確率 2009年 01月号掲載 

TPEG 2008年 12月号掲載 

デジタルサイネージ 〜古くて最も新しい映像メディア〜 2008年 11月号掲載 

4:4:4と 4:2:0 2008 年 10月号掲載 

映像文法 2008年 09月号掲載 

セカンドライフ 2008年 08 月号掲載 

カプセル内視鏡 2008年 06月号掲載 

映像の自動要約技術 2008 年 05月号掲載 

NGN 2008年 04月号掲載 

多視点映像符号化 2008年 03 月号掲載 

QoE(Quality of Experience) 2008 年 02月号掲載 

Cell 2008年 01月号掲載 

ホログラフィ 2007年 12月号掲載 

DVD ダウンロードディスク 2007年 11月号掲載 

フロントサラウンド 2007年 10 月号掲載 
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倍速って何？ 〜CD,DVDにおける高速化〜 2007 年 09月号掲載 

映像酔い 2007年 08 月号掲載 

電子透かし 2007 年 07月号掲載 

緊急警報放送 2007年 06月号掲載 

バーチャルスタジオ 2007年 05 月号掲載 

階層符号化（スケーラブル符号化） 2007年 04 月号掲載 

液晶ディスプレイ 2007年 03月号掲載 

MPEG-7 2007 年 02月号掲載 

光ファイバ無線（RoF） 2007 年 01月号掲載 

FMCを実現する技術：IMS 2006 年 12 月号掲載 

MIMO 2006年 11月号掲載 

IPv6 2006 年 10 月号掲載 

メタデータ 2006年 09月号掲載 

ITS 2006 年 08月号掲載 

STB 2006 年 07月号掲載 

H.264 ってなんですか 2006年 06月号掲載 

DTCP IP 2006 年 05月号掲載 

DVD 2006年 04 月号掲載 

ICタグ 2006年 03 月号掲載 

IP電話 2006 年 02月号掲載 

インターネット放送 2006年 01月号掲載 

 

 

 

 

 

 

ここでは、最近話題としてディスプレイの専門家以外の、一般ユーザー向けの資料や商品カタ

ログの中にも出現するキーワードをいくつか選び、代表的な量子ドットディスプレイについてま

とめてみる。 
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高性能のディスプレイにの映像品質に関し、画素数が大きな影響を与えることから、主要な性

能の一つとして延べられることが多い。      

ハイデフィニションテレビ 1920ｘ１０８０ｐ  現在テレビの標準となっている。 

４K           3840×2160   現在、試験放送中。 一般に放送されていない。  

8K           7680×4320  NHKが世界をリードしている、スパーハイビジョン 

このほか、４Kの仲間には、映画界の存在がある。  

映画製作会社の業界団体「Digital Cinema Initiatives(DCI)」が制定した 4096×2160ピクセルの

「DCI 4K」という規格もあるので、おおよそ4000×2000ピクセル前後の動画像の規格はすべて

4K と呼んでいる。縦方向も含めた「4K2K」という言い方もある。  

Key Words 

量子ドットディスプレイ ： 

液晶ディスプレイの、バックライト部分即ち高原に、量子ドット発行体を使ったディスプレイのこと

である。 ・・・・・・  とこのように説明されても、今一つ釈然としない。 理由は、聞きなれない

言葉でいくら説明されても、理解は進まない。 ここでは、映像情報学会誌、２０１４年９月号に掲

載されている説明を使わせてもらうことにする。 

 

なぜ、量子ドットを使うかの説明がある。 

 

そこで、いよいよ、量子ドットの中身の説明に入る。 
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量子ドット 

 

要約すると： 

・量子ドットはサイズが数 nm～十数 nm 程度の半導体微結晶 

・サイズが小さくなるとバンドギャップが大きくなる(ユニークな性質) 

 ⇒ コアサイズが大きくなると発行スペクトルが長波長にシフト、小さくなると短波長に 

シフトし、紫外線～可視光～赤外線と発光波長を自由にチューニングできる！！ 

 

量子ドットをつかった光源をバックライに使うメリットは…・ 

 

 結論から言うと 

・ 表示装置の表すことのできる範囲が広くできる。 

・ 消費電力がやく２０％削減できる。 

 

これらの証明は、割愛する。 
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量子ドットディスプレイ： 
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          （色彩工学関連の記述は省略する） 

 

２） 自由な討議を行う。 

  

３） 次回 

   １０月２６日(日）      講師 西村 靖紀 様 

４） 次々回          講師 竹内 学 様 

   １１月２５日(火)  

        ＊ (サロン実施は第４週目の土、日、月、火として運用 

                  一人でも多くの方が参加いただける日を選ぶ) 

   ホームページ URL 

 http://www.cis-laboratories.co.jp/               以上 

http://www.cis-laboratories.co.jp/

